
 会   議   録  

会議の名称 

 

令和７年度第３回小金井みんなの給食委員会会議録  

 

 

事 務 局 

 

学校教育部  学務課  

 

 

開 催 日 時 

 

令和７年１２月５日（金）午後１時００分～午後１時５６分  

 

 

開 催 場 所 
 

小金井市立緑小学校  

 

出 席 委 員 
菅野委員、貞平委員、渡邉委員、門脇委員、古莊委員、谷合

委員、仲条委員、立岩委員、植田委員、杉山委員、奥村委員  

委員外参加  市内農家の下田智子さん  

欠 席 委 員 内田委員、田原委員、松田委員、遠藤委員  

傍聴者  ０人  

 

会 議 次 第 
⑴一言コメント  

⑵講演会について  

⑶学務課からの報告  

⑷次回の開催について  

⑸その他  

 

主な意見等  

 

⑴一言コメント  

 会議前に行われた試食会に関する感想を含め、各委員及び

市内農家の下田さんからコメントがあった。  

（委員等）  

・とてもおいしかった。胡麻あえの白みそも使ってみたい。  

・地場野菜を毎日使っているという話があり、驚いた。  

・２月２３日に映画「夢みる給食」上映会を行うので、関心

あれば来てほしい。  

・食品添加物に関する衛生管理基準改正の動きがある。  

・出汁が東京の出汁で、かつお風味を強く感じられた。  

・給食だよりが充実している。給食時の放送で、誰が作った

野菜なのかを伝えるのが習慣化している学校もあり、すばら

しいと思う。  

・インフルエンザにも注意し、２学期終了まで安全に調理を

行いたい。  

・試食会に参加して、白みそで水っぽさを解消するなど、勉



強になった。  

・試食会の白米は水分が多く、味噌汁は少し濃かった。じゃ

がいもも不揃いなものがあった。  

・他自治体に比べ、小金井市はメニューが多く、手が込んだ

献立が多い。栄養士の先生が生徒の声に応えており、熱意を

感じる。  

・３０年前に比べると和食や野菜が増えて、給食も変わって

きている。今後も更に良くしていきたい。  

・今後も地場産野菜を使った献立で、子どもたちの味覚を広

げていきたい。  

・この会で農家見学へ行き、大根やユズを使った新たな献立

を考案した。このような場で新たな発見があり、今後の給食

に繋がっていけば良いと感じる。  

 

 

⑵講演会について  

（事務局）  

 菅野委員と協議し、講演会についてまとめた。ご意見があ

れば伺いたい。  

・タイトル：地産地消の愛情給食で小金井の元気っ子を育て

よう！〜今、愛をもって子どもの SOS を受けとめよう〜  

・講師：中村陽子さん（ＮＰＯ法人メダカのがっこう理事長） 

・会場：市民会館  萌え木ホール  

・日時：令和８年２月５日（木）１５：３０～１７：００  

・募集人数：５０人  

・周知：市報、ＨＰ、チラシ、学びポケット、市関係者は別

途学務課から周知予定  

・申込み：電話（学務課）又はインターネットフォーム  

・周知開始：令和８年１月８日頃に保護者宛て通知を学びポ

ケットで送付  

・市報掲載：令和８年１月１５日号  

・市ＨＰ掲載：令和８年１月８日頃  

・チラシ作成：菅野委員   

（委員）  

委員の皆さんには参加・周知にご協力いただきたい。  

（委員）  

当日受付は誰がするのか。  

（事務局）  

受付は事務局が行う。会場設営や誘導などは委員の皆様に

お願いしたい。  

（会長）  

講演会については、提案のとおり決定することに異議はな

いか。  

 ―異議なし―  



（会長）  

 異議なしと認め、提案のとおり決定する。また、細部は菅

野委員に引き続き中心となっていただき、事務局と相談の上、

検討を進めていただきたい。  

（事務局）  

 委員の皆様にはチラシ等ができたら、当日のご案内をさせ

ていただく。  

 

 

⑶学務課からの報告  

（学務課長）  

１  市報１１ /１５号への学校給食特集の掲載について  

市報１１ /１５号に学校給食の特集記事が掲載された。市報

に学校給食特集が掲載されるのは、今回が初めての取組とな

る。全校１４校の栄養士・栄養教諭が自主的に役割分担を行

い、幾度も打合せをしての掲載となった。１４校の献立写真

を載せ、実際の栄養士・栄養教諭が登場することで、リアル

な様子が表現できているのではないかと思う。さらに、紙面

には、ＱＲコードが３種類掲載されており、「給食調理の裏側」

「江戸こがねい汁の作り方」「名勝小金井桜のちなんだ学校給

食の紹介」に関する動画を視聴することができる。  

児童・生徒から、栄養士・栄養教諭に対し、「先生、市報見

ましたよ！」という声も多々届くなど、児童生徒にとっても、

改めて小金井の給食の素晴らしさを再認識する良い機会にな

ったと思う。市のＨＰからもＰＤＦにてご覧いただけるので、

多くの方に小金井の給食の魅力を広められればと考えてい

る。  

 

２  給食費の値上げについて  

令和７年１月から市立小中学校で給食費の無償化が実施さ

れている中、昨今の食材費の高騰、特に米価の高騰を理由に、

改定前の給食費から５％（小学校）から７％（中学校）程度、

給食費の値上げを行う。実施期間は、３学期である令和８年

1 月から３月までであり、次年度も同じ金額を維持できるよ

う、予算編成に臨んでいるところである。  

 

３  令和８年度からの東小学校及び本町小学校の給食調理委

託に伴う事業者選考の終了について  

残る２校の給食調理直営校である、東小学校及び本町小学

校の給食調理委託に係る事業者選考が終了し、受託候補事業

者が決まったので、報告する。  

 東小学校は㈱ジーエスエフ、本町小学校は一冨士フードサ

ービス㈱南関東支社が受託候補者となった。今後、契約手続

きを経て、来年４月より、確実に安定的な給食運営ができる



よう努めていく。  

 

（委員）  

 給食費は保護者からとるということか。  

（学務課長）  

 全額無償化のままである。  

（委員）  

 米の値段が上がっているのに、週３回米飯給食は難しいの

ではないか。  

（学務課長）  

 市の指針に記載されているため、守っていく。  

（委員）  

 市報の給食特集をする発案は誰が行ったのか。とても素敵

な企画だと思う。  

（学務課長）  

 栄養士会が発案した。  

（委員）  

 各家庭でも話題になったと思う。  

 

 

⑷次回の開催について  

（事務局）  

 令和８年３月１７日（火）午後３時３０分～午後５時、市

役所第二庁舎８０１会議室で開催したい。内容は、講演会の

振り返りと、辻󠄀調理師専門学校  東京の先生をお迎えして、第

三者評価の報告を行いたい。  

 

⑸その他  

（委員）  

 緑小学校での給食室への蟻の侵入の件で、改めて他校へも

状況を確認した。教育委員会で年１回施設視察して確認する

ほか、適宜確認して対応はしていただいていると思う。開封

した砂糖を冷蔵庫保管に変更した学校もあった。例えば委託

を受けて調理するにあたり、危ないと思うことがあった場合

どのように対応しているか、現状を聞きたい。  

（学務課長）  

 緑小学校の件は、給食室の増改築により隙間ができ、蟻が

侵入したと思われる。隙間は当日埋めて対応している。また、

直営調理員と教育委員会の管理職が職場巡視として施設を確

認しており、栄養士会でも情報共有している。  

（委員）  

 小金井第二小学校の冷蔵庫が小さくて、食材が入りきらな

いという話も聞いた。安全上問題がないのか。  

（委員）  



 給食室のスペースの問題もあり、大きな冷蔵庫が入らない

現状の中、安全上問題がない運用で対応している。  

（委員）  

 必要があればＰＴＡから予算要望もできる。  

（事務局）  

 給食の大型備品については、調理委託による財政効果を活

用し、優先的に予算を充てている。計画的な買替えのほか、

安全面に問題があれば対応している。また、給食室の衛生面

についても、施設関連は庶務課、害虫対応は学務課へ都度連

絡が入り、必要に応じて対応している。  

（委員）  

 財政効果の活用で、調理室にクーラーをつけてあげてほし

い。  

（事務局）  

 計画では、来年度全校設置となる見込みである。  

（事務局）  

 補足となるが、学校巡視は全校行っている。  

（委員）  

蟻が侵入した日の代替給食はどのように手配したのか。マ

ニュアルなどはあるのか。  

（学務課長）  

 マニュアルは特にない。取引のあるパン屋に問合せるなど

して、当日対応した。  

（委員）  

 他の自治体では、民間会社と協定を結ぶなど対応している

と聞くが、今後どのように対応するのか。  

（事務局）  

 今回の件を受け、他自治体の対応も参考に、備蓄食の活用

も検討しており、試してくれている学校もある。  

（委員）  

 いざという時にも使えるように、現在備蓄食を使った給食

を試している。  

 

決定事項  
⑵講演会について  

 タイトル、日時、会場、周知  

次回の開催  
（講演会）令和８年２月５日（木）  

（第４回会議）令和８年３月１７日（火）  

 


